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(1) 事故直後の処理や汚染除去に参加した作業者は、事故から 
      20年経過してもまだ抑うつと心的外傷後ストレス障害 
  （PTSD）の割合が高い。                           
(2) 高汚染地域住民の子供の精神医学的影響については研究に 
  よって結果は様々。 
(3) 一般集団についての研究では、自己申告による健康状態の 
  不調、臨床的あるいは前臨床的な抑うつ、不安、及びPTSD 
  の割合が高い。 
(4) 子供たちの母親は、主に家族の健康のことがいつまでも気に 
  なっていて、精神医学的な高リスクグループにとどまっている。 
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